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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下

コ
ロ
ナ
と
略
す
）
が
、
世
界
を
震
撼
さ
せ

て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
で

の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
が
記
憶
に
新
し
い

が
、
し
か
し
そ
の
頃
は
日
本
お
よ
び
全
世

界
を
巻
き
込
ん
だ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
ろ

う
と
は
、
ま
だ
想
像
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
経
過
は
、
先
生
方
も
既
に
ご
存

じ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
場
で
は
医

療
と
政
治
経
済
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

「
医
政
な
く
し
て
医
療
な
し
」
と
は
よ

く
言
わ
れ
る
言
葉
だ
が
、
私
た
ち
が
医
師

連
盟
の
活
動
を
行
う
一
番
の
理
由
は
、
医

療
側
に
と
っ
て
診
療
報
酬
が
不
利
に
な
ら

な
い
こ
と
、
そ
し
て
医
業
経
営
が
安
定
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
治

家
の
力
が
必
要
で
あ
り
、
医
師
連
盟
は
選

挙
の
と
き
に
政
権
与
党
の
政
治
家
の
応
援

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
書
く

と
現
実
的
過
ぎ
て
寂
し
い
気
も
す
る
が
、

こ
れ
が
医
師
連
盟
活
動
の
目
的
で
あ
る
。

私
た
ち
も
医
療
と
政
治
経
済
の
密
接
な
関

係
性
は
理
解
し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
が
、

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
極
め
て
強
烈
に
私

た
ち
に
改
め
て
そ
の
密
接
な
関
係
性
を
示

し
た
。

有
効
な
予
防
接
種
と
、
か
か
り
つ
け
医

で
も
使
用
可
能
な
薬
剤
が
い
ま
だ
に
な
い

現
在
で
は
、
約
１
０
０
年
前
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
流
行
期
と
同
じ
よ
う
に
、
人
の
密

集
を
避
け
る
し
か
蔓
延
を
防
ぐ
方
法
は
な

い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
世
界
的
に
経
済

は
停
滞
し
、
企
業
活
動
が
衰
弱
し
て
い
る

業
者
も
増
え
、
自
殺
者
の
増
加
も
懸
念
さ

れ
る
。
医
療
側
と
し
て
は
忸
怩

�
�
�

た
る
思
い

も
あ
る
が
、
診
療
所
、
病
院
の
経
営
も
大

打
撃
を
受
け
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
に

陥
っ
て
い
る
。

こ
の
打
開
策
は
、
も
ち
ろ
ん
予
防
接
種

と
治
療
薬
で
あ
る
が
、
政
治
の
力
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
感
染
拡
大
を
防
止
し
な

が
ら
経
済
を
回
し
て
い
く
と
い
う
二
律
背

反
の
命
題
を
上
手
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
医
療
機
関
の
経
営
支
援
に
は
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
備
え
た
発
熱
患

者
の
外
来
診
療
検
査
体
制
確
保
事
業
」
に

対
し
て
、
２
次
補
正
か
ら
２
０
６
８
億
円

と
い
う
補
助
金
が
交
付
予
定
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
診
療
検
査
医
療
機
関
と
し
て
県
か

ら
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
が
対
象
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
繁
忙
期
を
睨
ん
だ
交
付

金
で
あ
り
、
医
療
機
関
の
収
入
減
へ
の
補

填
で
は
な
い
。
し
か
し
、
医
療
機
関
に

と
っ
て
は
重
要
な
補
助
金
で
も
あ
り
、
有

効
に
使
用
し
た
い
。
こ
う
し
た
資
金
の
配

分
に
は
当
然
政
治
力
が
必
要
で
あ
り
、
中

川
新
体
制
を
中
心
と
し
た
日
医
連
が
今
後

共
に
頑
張
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
こ
の
一

点
だ
け
を
見
て
も
、
私
た
ち
は
普
段
か
ら

し
っ
か
り
と
医
師
連
盟
の
活
動
を
行
う
べ

き
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
自
見
は
な

こ
厚
労
省
大
臣
政
務
官
お
よ
び
西
村
明
宏

筆
頭
官
房
副
長
官
に
は
、
言
葉
に
尽
く
せ

ぬ
ほ
ど
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
厚
労
省

と
官
邸
に
情
報
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
て
た

こ
と
は
強
い
味
方
に
な
っ
た
。
一
方
で
、

政
権
与
党
で
あ
っ
て
も
あ
ま
り
活
動
し
な

か
っ
た
政
治
家
も
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
宮
城
県
医
師
会
会
員
が
本
当
に
困
っ

て
い
る
と
き
に
助
け
に
な
ら
な
か
っ
た
政

治
家
に
対
し
て
、
今
後
ど
う
対
処
す
べ
き

か
は
、
十
分
考
え
た
い
。
先
生
方
の
貴
重

な
会
費
を
無
駄
に
は
使
用
し
た
く
な
い
。

菅
首
相
は
、
ま
ず
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
経

済
の
回
復
を
優
先
し
、
総
選
挙
の
年
内
実

施
は
見
送
る
方
針
と
も
聞
い
て
お
り
、
全

く
常
識
的
な
正
し
い
選
択
と
考
え
る
。
今

総
選
挙
を
や
っ
て
も
、
疲
弊
し
た
私
た
ち

医
療
界
は
、
動
け
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
ま
ず
自
分
自
身
の
身
の
回
り
の
回
復

を
優
先
し
、
そ
の
後
に
来
る
べ
き
総
選
挙

に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
選
挙

の
と
き
は
本
当
に
私
た
ち
医
療
側
に
と
っ

て
必
要
な
人
材
を
応
援
し
た
い
と
心
か
ら

思
う
。
先
生
方
の
ご
自
愛
と
診
療
の
発
展

を
祈
念
し
て
稿
を
閉
じ
る
。

普
段
か
ら

医
師
連
盟
の
活
動
を
‼

医療と政治経済の関連性について
〜新型コロナウイルス感染症の影響について考える〜

秋号
2020.11

第26回参議院比例代表選挙
本連盟推薦候補者決定

日
本
医
師
連
盟
組
織
内
候
補
者

自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員（
現
）を
推
薦

■

診
療
所
・
病
院
の

経
営
に
大
打
撃

■

政
治
の
力
が
必
要
‼

令
和
２
年
９
月
30
日
（
水
）、
宮
城
県
医
師
連
盟
執
行
委
員
会
に
お
い

て
、
令
和
４
年
７
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の
第
26
回
参
議
院
比
例
代
表
選

挙
の
本
連
盟
推
薦
候
補
者
に
つ
い
て
、
日
本
医
師
連
盟
組
織
内
候
補
で

あ
る
現
参
議
院
議
員
自
見
は
な
こ
氏
の
推
薦
を
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

自
見
は
な
こ
氏
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
９
月
15
日
付
け
で
日
医
連

組
織
内
推
薦
候
補
者
と
し
て
正
式

に
決
定
し
て
お
り
、
佐
藤
委
員
長

よ
り
こ
れ
ま
で
の
功
績
や
コ
ロ
ナ

禍
で
の
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
と

し
て
の
働
き
に
つ
い
て
説
明
し
た

う
え
で
、
日
医
連
に
倣
い
自
見
は

な
こ
氏
の
推
薦
を
機
関
決
定
し
て

よ
い
か
を
執
行
委
員
の
先
生
方
に

お
伺
い
し
、
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
各
郡
市
医
師
連
盟
に
対

し
、
自
見
は
な
こ
氏
へ
の
推
薦
状

の
作
成
を
依
頼
し
た
。
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宮
城
県
医
師
連
盟
は
、
令
和
２
年
９
月
30
日
（
水
）
午
後

６
時
30
分
よ
り
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
佐
藤
委
員
長
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、「
宮
城
県
医
師
連
盟
人
事
」「
令
和
元
年
収
支

決
算
」「
令
和
３
年
会
費
賦
課
」
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
の
後
、

宮
城
県
医
師
連
盟
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
令
和
４
年
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
26
回
参

議
院
比
例
代
表
選
挙
の
候
補
者
推
薦
（
別
掲
）
に
つ
い
て
決

定
し
た
。

最
後
に
、
仙
台
市
医
師
連
盟
の
新
委
員
長
に
ご
就
任
さ
れ

た
、
安
藤
健
二
郎
先
生
よ
り
閉
会
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
宮

城
県
医
師
連
盟
執
行
委
員
会
は
終
了
し
た
。

宮 城 県 医 師 連 盟 執 行 委 員 会

宮城県医師連盟
佐藤和宏委員長

司会者
奥村秀定常任執行委員

仙台市医師連盟
安藤健二郎委員長

執
行
委
員
会
は
、
奥
村
秀
定
常
任
執
行
委
員
の
司
会
で
開

会
。
ま
ず
始
め
に
、
役
員
及
び
執
行
委
員
の
任
期
が
令
和
２

年
３
月
31
日
で
切
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
司
会
の
奥
村
秀
定

常
任
執
行
委
員
よ
り
本
連
盟
規
約
に
照
ら
し
、
宮
城
県
医
師

会
長
で
あ
る
佐
藤
和
宏
先
生
を
委
員
長
と
し
て
は
い
か
が
か

と
す
る
委
員
長
選
出
の
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

佐
藤
和
宏
委
員
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
佐
藤
和

宏
委
員
長
が
議
長
と
な
り
、「
宮
城
県
医
師
連
盟
人
事
」（
表
１

参
照
）
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

新
役
員
・
執
行
委
員
決
定

【
令
和
元
年
度
収
支
決
算
】

令
和
元
年
度
宮
城
県
医
師
連
盟
収
支

決
算
に
つ
い
て
、
板
橋
隆
三
会
計
責
任

者
が
配
布
資
料
に
基
づ
き
収
支
内
容
の

説
明
と
報
告
を
行
っ
た
（
表
２
参
照
）。

ま
た
、
議
長
よ
り
書
面
に
よ
る
監
査
報

告
を
行
い
、
特
に
質
問
は
な
く
全
会
一

致
で
令
和
元
年
収
支
決
算
を
承
認
し
た
。

【
令
和
３
年
会
費
賦
課
】

令
和
３
年
宮
城
県
医
師
連
盟
会
費
賦

課
に
つ
い
て
、
登
米
会
計
責
任
者
職
務

代
行
者
よ
り
、「
例
年
通
り
年
額
３
万
６

千
円
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、

執
行
委
員
の
先
生
方
の
承
認
を
お
願
い

し
た
い
」
と
提
案
し
た
。
審
議
の
結
果
、

令
和
３
年
の
会
費
は
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

【
活
動
報
告
】

前
回
の
執
行
委
員
会
（
令
和
元
年
５

月
22
日
）
以
降
の
本
連
盟
の
活
動
に
つ

い
て
、
板
橋
会
計
責
任
者
よ
り
、
報
告

（
表
３
）
が
あ
っ
た
。

令和元年収支決算及び令和3年負担金基準額承認

会計責任者
板橋隆三

会計責任者職務代行者
登米祐也

表 1　役員・執行委員名簿（任期：令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月 31日）

【委員長】佐藤　和宏
【副委員長】安藤健二郎　　小松　和久　　平井　完史　　高山　　敦

熊谷　　明　　真嶋　　光　　丹野　尚昭　　赤石　　隆
新海　準二　　大山　　匡　　鎌田　修二　　袖井　文二
石垣　英彦　　千葉　　淳　　大坂　國通　　森田　　潔
佐藤　和彦　　松永　　弦　　草刈千賀志

【会計責任者】板橋　隆三
【会計責任者職務代行者】 登米　祐也
【会計監督者】及川　正道　　佐藤　恒明
【常任執行委員】

宮城県 奥村　秀定　　佐々木悦子
仙台市 会川　尚志　　佐野公仁夫　　長島　道夫　　今村　幹雄

関　　久友　　綿谷　秀弥　　福壽　岳雄　　清水　文人
大瀧　正子　　菊地　　徹　　佐々木祐肇

白石市 大橋　利史　　　　　　　　　柴田郡 甘糟　　仁　　
角田市 小川　俊哉　　　　　　　　　亘理郡 板橋　敏之
岩沼市 菊地　　悟　　　　　　　　　名取市 曽我　良輔
塩　釜 渡辺　孝志　　及川　潤一　　黒　川 加藤　圭一
加美郡 菅野陳一郎
大崎市 佐藤　　寛　　佐藤　龍行
遠田郡 米谷　則美　　　　　　　　　桃生郡 簡野　泰裕
石巻市 佐藤　清壽　　千葉　淑朗　　登米市 宮崎　　裕
気仙沼市 村岡　正朗　　　　　　　　　栗原市 島田龍太郎

【執行委員】
宮城県 橋本　　省　　高階　憲之　　安藤由紀子　　石川　一郎

大友　弘美　　菅原　盛家　　日野　　宏　　荒井　啓史
鈴木　裕道

仙台市 川村　和久　　清水　邦章　　枝　　幸基　　堀　　義生
髙橋　　剛　　大和　一美

白石市 遠藤　雅人　　本多　　修
柴田郡 宮上　順志　　山家　　誠　　河内　三郎
角田市 三浦　徳之　　三澤　誠一
亘理郡 三浦　俊治　　平田　一夫
岩沼市 小島　照正　　佐藤　　純
名取市 稲村　直樹　　桑島　一郎
塩　釜 関口　淳一　　樋渡奈奈子　　髙田　　修
黒　川 渋谷　和彦　　遠藤　　敦
加美郡 鈴木　啓之　　鈴木　　潤
大崎市 鈴木　　豪　　塩澤　廣重　　星　　秀二
遠田郡 大江　桂成　　髙城　利江
桃生郡 河野　秀信　　宍戸　友明　　齋藤　雄康
石巻市 石塚　圭一　　佐久間健彦
登米市 木村　康一　　佐藤幸一郎　　三浦　俊之
気仙沼市 志田　　章　　菊地　淳一
栗原市 佐藤　　尚　　石橋　弘二

【顧　 問】師　　研也　　伊東　潤造　　嘉数　研二　　千田　典男
山田　明之　　永井　幸夫
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佐
藤
和
宏
委
員
長
を
は
じ
め
、
宮
城
県

医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
素
よ
り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

度
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
県
医
師
会
と
県
行

政
の
ご
協
力
に
よ
り
、
県
民
の
皆
様
の
健

康
を
守
り
地
域
医
療
を
お
支
え
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
９
月
15
日
、
第
26
回
参
議
院
比

例
代
表
選
挙
に
お
け
る
日
本
医
師
連
盟
組

織
内
候
補
に
推
薦
い
た
だ
く
こ
と
が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
推
薦
決
定
に
当
た
っ
て

は
、
宮
城
県
医
師
連
盟
の
先
生
方
か
ら
格

別
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

わ
が
国
の
社
会
保
障
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
少
子
高
齢
化
、
財
政
事
情
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未

曾
有
の
驚
異
を
前
に
、
か
つ
て
な
く
厳
し

い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
先
生
方
の
お
声
を

国
政
に
届
け
、
わ
が
国
が
世
界
に
誇
る
国

民
皆
保
険
制
度
を
守
り
、
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
、
以
下
４
点
を
政
策
の
柱
に
据
え

て
全
力
で
挑
む
決
意
で
す
。
引
き
続
き
ご

指
導
ご
鞭
撻
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
国
民
皆
保
険
の
維
持

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

あ
っ
て
、
今
ほ
ど
地
域
の
医
療
提
供
体
制

の
大
切
さ
が
国
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る
時

期
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
皆
保
険
は
、
日

本
の
社
会
的
安
定
に
不
可
欠
な
制
度
で
あ

り
、
日
本
の
文
化
と
風
土
に
極
め
て
適
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
次
世
代
の

た
め
に
も
継
続
し
て
発
展
さ
せ
、
守
っ
て

い
く
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
決
し
て
、
経
済
格
差
が
医
療
格
差
に

つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
民
皆
保

険
堅
持
の
た
め
誠
心
誠
意
最
大
限
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

②
医
師
の
団
結
と
主
張
の
大
切
さ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

あ
っ
て
、
我
々
医
師
は
、
過
酷
な
労
務
環

境
や
経
営
環
境
の
中
、
必
死
で
国
民
の
健

康
と
命
を
守
る
た
め
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

医
師
が
安
心
し
て
働
け
、
国
民
に
奉
仕
で

き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
今
こ
そ
更
な
る

団
結
が
必
要
で
す
。
加
え
て
、
少
子
化
が

進
み
超
高
齢
社
会
に
あ
る
わ
が
国
に
お
い

て
、
厳
し
い
財
政
事
情
や
地
方
の
過
疎
化

も
相
ま
っ
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ヘ
ル
ス
カ

バ
レ
ッ
ジ
の
維
持
に
も
ま
す
ま
す
困
難
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
医

師
は
そ
の
高
度
な
専
門
性
を
も
っ
て
社
会

の
利
益
と
い
う
共
通
の
目
的
の
た
め
に
、

勤
務
医
や
開
業
医
な
ど
の
枠
を
越
え
て
広

く
結
束
し
、
自
ら
の
役
割
を
十
分
に
自
覚

し
、
地
域
社
会
を
守
る
た
め
に
行
動
し
、

政
治
に
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

③
医
師
の
労
働
環
境
の
整
備
・

地
域
医
療
構
想

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
あ

た
り
、
医
師
の
労
働
環
境
の
課
題
は
、
さ
ら

に
表
面
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
最
中

に
医
師
の
働
き
方
改
革
が
実
行
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
構
想
の
医

療
計
画
が
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
の

医
療
は
医
師
や
医
療
従
事
者
の
使
命
感
と
た

ゆ
ま
ぬ
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
医
師
は
他
の
職
業
と
比
較
し

て
、
い
ま
だ
過
酷
な
勤
務
条
件
及
び
法
的
保

護
の
環
境
整
備
が
不
十
分
な
も
と
で
の
勤
務

を
強
い
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
教
訓

と
し
て
、
地
域
医
療
構
想
の
議
論
か
ら
新
興

感
染
症
へ
の
対
策
が
欠
け
て
い
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
医
療
計
画
の
現
在
の
「
５
疾

病
、
５
事
業
」
に
新
興
感
染
症
を
加
え
て

「
５
疾
病
、
６
事
業
」
に
す
る
こ
と
が
急
が

れ
ま
す
。
真
に
地
域
医
療
へ
の
貢
献
と
医
師

の
健
康
確
保
と
を
両
立
す
る
道
を
見
い
だ
し

て
い
く
た
め
に
、
日
本
医
師
会
と
協
力
し
、

国
政
の
場
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
私
に
課

せ
ら
れ
た
大
切
な
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。

④
医
師
の
男
女
共
同
参
画

医
学
部
教
育
６
年
間
と
そ
の
後
の
２
年

間
の
臨
床
研
修
を
積
ん
だ
女
性
医
師
が
、

出
産
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
あ
っ
て
も

医
師
と
し
て
の
専
門
性
を
活
か
し
つ
つ
活

躍
で
き
る
場
所
を
作
る
こ
と
が
、
医
療
全

体
の
安
定
と
質
の
向
上
に
不
可
欠
な
要
素

で
あ
り
ま
す
。
子
育
て
や
介
護
な
ど
様
々

な
家
庭
の
事
情
も
あ
る
中
で
、
男
性
女
性

に
関
わ
ら
ず
、
医
師
が
安
心
し
て
家
庭
生

活
を
営
め
、
か
つ
医
療
を
提
供
で
き
る
環

境
作
り
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

１．【活動報告】
「令和元年度」

（1）羽生田先生を励ます会：令和元年 5 月 22 日（水）
※昨年の執行委員会終了後に開催

（2）秋葉賢也衆議院議員との意見交換会：令和元年 6 月 7 日（金）
（3）羽生田たかし候補総決起大会（個人演説会）：令和元年 7 月 8 日（月）
（4）宮城県医師連盟ニュース（夏号）の発行
（5）郡市医師連盟委員長会議：令和元年 8 月 28 日（水）
（6）日医連常任執行委員会及び執行委員会：令和元年 9 月 17 日（火）
（7）自由民主党・県民会議　医療・福祉議員連盟との意見交換会

・令和元年 9 月 25 日（水）、県議会議員 24 名出席
・令和 2 年 2 月 12 日（水）、県議会議員 23 名出席

（8）令和元年宮城県議会議員選挙
・自民党公認・推薦候補者 32 名を推薦し、為書きを作成した。

（9）日医連医政活動研究会：令和元年 11 月 24 日（日）
「令和 2 年度」

（1）日医連常任執行委員会及び執行委員会　※テレビ会議にて開催
・令和 2 年 7 月 21 日（火）、令和 2 年 8 月 4 日（火）

（2）宮城県医師連盟執行委員会：令和 2 年 9 月 30 日（水）
２．【新規入会会員】9 名（令和元年 12 月 1 日以降）

会費 24,342,000
政治団体からの寄付 ※日医連交付金 5,011,000
その他の収入 ※銀行預金利息等 1,043,372
繰越金 24,826,576
合計 55,222,948
経常経費（Ａ） 4,699,166

（人件費、光熱水費、備品費、事務所費）
組織活動費（Ｂ） 11,531,892
・大会費 4,140,975
・交際費 2,682,937
・組織対策費 2,891,850
・行事費 1,816,130
調査研究費（Ｃ） 29,100
寄付、交付金（Ｄ） 14,980,000
合計（A）＋（B）＋（C）＋（D） 31,240,158
収入支出差引残　※令和 2 年へ繰越 23,982,790

表2　令和元年宮城県医師連盟収支決算
期間収支計算書（平成31年 1月1日～令和元年12月 31日）

表3　活動報告（令和元年 5月 22日～）

収
　
入

支
　
　
出

自見はなこ参議院議員よりご寄稿いただきました

自 見 はなこ 参議院議員
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昨
年
や
今
年
は
本
当
に
暑
い
夏
で
、
一
年
前
の

編
集
後
記
で
、
あ
の
暑
さ
の
中
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
が
で
き
る
か
心
配
と
書
い
た
記
憶
が
あ
る
。

ま
さ
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
延
期

に
な
る
な
ど
全
く
予
想
外
だ
っ
た
。
い
ま
だ
に
感

染
収
束
の
兆
し
は
な
い
。
そ
の
影
響
は
東
日
本
大

震
災
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

日
本
医
師
会
の
行
っ
た
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、

医
業
経
営
は
軒
並
み
悪
化
し
て
い
る
。
こ
ん
な
と

き
、
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
政
治
家
で
あ
る
。

同
時
に
、
誰
が
口
先
で
は
な
く
、
真
に
我
々
の
こ

と
を
思
っ
て
動
い
て
く
れ
る
か
見
極
め
る
こ
と
も
で

き
る
。
日
々
流
れ
る
情
報
に
は
十
分
注
意
を
払
い
、

活
用
す
べ
き
施
策
に
対
し
て
は
、
損
を
し
な
い
よ

う
に
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

一
方
、
感
染
症
は
ま
さ
に
我
々
医
師
の
専
門
分

野
で
あ
る
。
ま
ず
は
感
染
症
拡
大
阻
止
と
、
患
者
様

に
対
す
る
今
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
丁
寧
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
診
療
の
大
変
さ
、
苦
労
や
不
満
を
行
政

に
向
け
て
声
高
に
言
う
の
は
よ
い
が
、
目
の
前
の
患

者
様
に
は
粛
々
と
診
療
を
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

編集後記

宮城県医師連盟会計責任者
板 橋 隆 三

医
師
連
盟
に
と
っ
て
最
大
の
仕
事
は
医
師

会
組
織
内
候
補
を
国
政
選
挙
に
当
選
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
常
に
選
挙
を
念
頭
に
お
き
、
そ

の
日
程
を
逆
算
し
て
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
参
議
院
は
解
散
が
な
く
定
期
的

な
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
点
で
対

処
し
や
す
い
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
先
の
第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
は
、
日
本
医
師
連
盟
医
政
活
動
研
究
会
委

員
か
つ
仙
台
市
医
師
連
盟
執
行
委
員
で
あ
っ

た
私
に
と
っ
て
反
省
点
の
多
い
選
挙
で
あ
り

ま
し
た
。
仙
台
市
医
師
連
盟
は
永
井
幸
夫
前

委
員
長
の
指
揮
下
に
市
内
２
０
０
０
票
を
目

標
に
掲
げ
、
連
盟
委
員
の
先
生
方
と
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
た
が
、
１
５
０
０
票
を

割
る
厳
し
い
結
果
で
し
た
。
全
国
的
な
退
潮

傾
向
を
考
え
る
と
健
闘
と
も
捉
え
ら
れ
ま
す

が
、
県
内
各
地
で
目
覚
ま
し
い
票
の
積
み
上

げ
が
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
な
ん
と
も

悔
し
い
も
の
で
し
た
。

医
師
連
盟
加
入
率
の
伸
び
悩
み
な
ど
常
態

と
も
い
え
る
構
造
的
問
題
と
と
も
に
、
通
信

手
段
が
時
代
遅
れ
で
、
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
た
現
代

選
挙
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
一
番
の
原
因

で
は
な
い
か
と
考
え
が
至
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
候
補
者
や
政
党
等
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
及
び
電
子
メ
ー
ル
を
利
用

し
た
選
挙
運
動
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
有
権

者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
利
用
し
た
選
挙

運
動
が
で
き
ま
す
が
、
電
子
メ
ー
ル
を
利
用

し
た
選
挙
運
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
医
師
連
盟
委
員
の
間
で
の
事
務
連
絡

な
ど
選
挙
運
動
に
あ
た
ら
な
い
電
子
メ
ー
ル

の
や
り
と
り
は
、
制
限
の
対
象
に
な
ら
な
い

は
ず
で
す
。

ま
た
、
推
薦
す
る
候
補
者
に
対
し
、
連
盟

委
員
個
々
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
「
自
ら
通

知
」
す
れ
ば
、
候
補
者
か
ら
選
挙
運
動
用
電

子
メ
ー
ル
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
か
ら
、
連
盟
委
員
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
リ
ス
ト
を
早
期
に
作
成
し
、
日
頃
か
ら
活

用
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
つ
い
先
日
、
令

和
２
年
10
月
15
日
に
行
わ
れ
た
仙
台
市
医
師

連
盟
執
行
委
員
会
に
て
、
連
盟
委
員
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
リ
ス
ト
作
成
を
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
出
席
委
員
か
ら
特
に
反
対
意
見
は
な
く

了
承
さ
れ
、
仙
台
市
医
師
連
盟
は
一
足
先
に

踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
す
な
わ
ち
ラ
イ
ン
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
を
用
い
れ
ば
、
選
挙
期
間
中
に

も
公
職
選
挙
法
違
反
に
問
わ
れ
る
心
配
の
な

い
安
全
な
通
信
連
絡
が
で
き
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

い
ず
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
を
総
合

的
に
研
究
し
な
が
ら
次
回
以
降
の
選
挙
に
備

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

宮城県医師連盟副委員長
新仙台市医師連盟委員長

安藤健二郎

安藤健二郎新仙台市医師連盟委員長から一言

令
和
元
年
11
月
24
日
（
日
）、
上
記
医

政
研
究
大
会
終
了
後
、
東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
て
、「
参
議
院
議
員
羽
生
田
た

か
し
君
と
明
日
の
医
療
を
語
る
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

参議院議員羽生田たかし君と
明日の医療を語る会

令
和
元
年
11
月
24
日
（
日
）、
東
京
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
、
全
国
医
師
会
・
医
師

連
盟
医
療
政
策
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
都
道
府

県
医
師
会
の
他
、
郡
市
区
医
師
会
会
長
及
び
医
師
連

盟
委
員
長
等
多
く
の
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
応
援
ソ
ン
グ

を
作
成
す
る
な
ど
、
本
連
盟
の
積
極
的
な
活
動
が
評

価
さ
れ
、
日
本
医
師
連
盟
よ
り
表
彰
を
受
け
た
。

●
選
挙
活
動
の
Ｉ
Ｔ
化

●
連
絡
は
電
子
メ
ー
ル
で
‼

LINE やフェイスブック
SNSの活用‼

全国医師会･医師連盟医療政策研究大会

左から森田副委員長、米谷
常任執行委員、羽生田議
員、羽生田議員婦人、佐藤
委員長

会場の様子

自由民主党・県民会議医療・福祉議員連盟と
宮城県医師連盟との意見交換会

令
和
元
年
９
月
25
日
（
水
）、
令
和
２
年
２
月
12

日
（
水
）
の
２
回
、
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
医

療
・
福
祉
議
員
連
盟
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

出
席
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
県
民
会
議
・
医
療
福
祉
議

員
連
盟
が
24
名
・
23
名
、
本
連
盟
が
17
名
・
29
名

だ
っ
た
。

１
回
目
は
、
令
和
元
年
７
月
21
日
に
行
わ
れ
た
第

25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
や
、
直
前
に
控
え
た
宮

城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

２
回
目
は
、
県
議

選
を
終
え
た
県
民
会

議
医
療
・
福
祉
議
員

連
盟
の
県
議
の
先
生

方
と
の
顔
合
わ
せ
を

兼
ね
て
、
地
域
医
療

構
想
に
係
る
本
県
の

重
点
支
援
区
域
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
た
。

会場の様子（令和2年2月12日）


